
＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○生産組織の充実を行い、有効活用を図る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県篠山市新荘
ささやまししんじょう

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
3.2ha 水稲・大豆等

交 付 金 額 個人配分 0％
68万円 共同取組活動 5％役員報酬

（100％） 道・用排水路維持管理費、鳥獣害防止対策費等 35％農
積立等 60％

協定参加者 農業者46人

２．取組に至る経緯

本集落は、ほ場整備事業により約90％の農地が整備され、環境改善が行われているも

のの、担い手の高齢化、獣害被害等により、耕作放棄地の発生が懸念されていた。

このような中、今後、耕作放棄地を発生させず、将来にわたり集落を維持・発展させ

ていくためには、生産組織等の充実を図り、農業の担い手の確保・育成に努めることが

重要と考えた。

３．取組の内容

当初は、個々での農業の営みが主体であったが、将来的に後継者がいない農家が見込

まれるため、生産組織による作業受託を推進し、目標面積の拡大が図れた。

また、生産組織の充実を図ることを目的に、共同農機具倉庫の設置を行い、協定参加

者自ら、屋根の葺き替え工事にも取り組んでいる。

近年は、獣害の畑作物被害が多発しているため、獣害被害の防止に重点を置いた活動

を行っており、獣害防止柵（延長1㎞）の設置や管理・補修活動を行っている。

共同取組活動による獣害防止柵の補修維持管理作業



［集落の将来像］

○耕作放棄地の解消と発生を防止し、農業活動を継続することにより、集落の持つ多面的機能の確保を

図る。現在は、個々で農業を営んでいるが、将来的に後継者がいない農家が見込まれるので、生産組織

等の体制を見直し、計画的にオペレーターの確保・育成を行う。

［将来像を実現するための活動目標］

○生産組合において作業所等の設備などの充実を図り、共同利用により生産性の向上、担い手の確保に

努める。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 機械・農作業の共同化
（ 、 、（水稲3.2ha） (0.5ha) 黒大豆の防除 取り入れ作業
乾燥及び脱粒）

個別対応 共同取組活動 (0.5ha)

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路(1.3km) 年２回

清掃、草刈り 担い手への農作業の委託
（ ）・道路(0.9km) 年２回 草刈 目標 農作業受託0.6ha増加

年１回 簡易補修
共同取組活動

共同取組活動

鳥獣害防止対策 農地法面の定期的な
（防護柵の設置・維持管理等 転換・管理
1km） （随時）

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

今後は、充実しつつある生産組織の設備・基盤を有効に活用しながら、共同利用によ

り生産性の向上を図るとともに、担い手の確保・育成に努めていきたい。

［平成21年度までの主な効果］

○生産組合の共同農機具庫の整備

○獣害防護柵の維持管理による獣害防止（対象延長１km）

○黒大豆防除・収穫・乾燥・脱粒作業の共同化（当初0ha、目標0.5ha、現状0.9ha）

○生産組織等で農作業受委託の推進拡大が図れた （当初0.1ha、目標0.6ha、現状0.6ha）。


